
民生委員は、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、及び必要な援助を行い、
もって社会福祉の増進に努めるものとする。（民生委員法　第一条より）

平成３０年 ５月１６日

６月２０日

７月１８日

８月１５日

１月１６日

２月２０日

３月２０日

平成３１年　９月１９日

１０月１７日

１１月２１日

１２月１９日

○
民
生
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
悩
み
や

困
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
で
き
る
地
域

の
「
身
近
な
相
談
相
手
」
で
す
。

○
精
華
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

毎
月
第
３
水
曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
15

時
ま
で
、
精
華
町
役
場
２
階
相
談
室
で

『
あ
ん
し
ん
相
談
』
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

○
ど
ん
な
困
り
ご
と
で
も
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

　

毎
年
、
５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
」、
ま
た
こ
の
日
か
ら
一
週

間
（
５
月
12
日
〜
18
日
）
は
「
活
動
強
化

週
間
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
大
正
６
年
５
月
12
日
に
岡
山

県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
程
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
、
昭
和
52
年

に
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が

毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
や
週
間
を

決
定
し
た
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
自
身
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

精
華
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

そ
の
活
動
強
化
週
間
に
、
毎
年
、
町
内
小

学
校
区
ご
と
に
駅
前
や
商
業
店
舗
な
ど
で

街
頭
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
を
高
め
る
た
め
に
、

今
回
の
広
報
・
情
報
誌
で
は
、
平
成
30
年

度
の
精
華
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
活

動
方
針
や
同
委
員
の
活
動
内
容
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

５
月
12
日
は

　
　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

５
月
12
日
は

　
　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

５
月
12
日
は

　
　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

《
あ
ん
し
ん
相
談
》
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平
成
28
年
12
月
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
一
斉
改
選
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
１
期

目
の
民
生
児
童
委
員
の
感
想
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
を
受
け
た
時
に
思
っ
た
こ
と

●
何
を
始
め
れ
ば
い
い
の
か
手
探
り
状
態

で
し
た
。

●
不
安
と
心
配
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

●
今
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
地
域
へ
の

恩
返
し
の
つ
も
り
で
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ま
、
活
動
に
対
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と

●
地
域
の
活
動
に
も
積
極
的
に
顔
を
出

し
、
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
活
動
も
充
実

さ
せ
、
子
供
を
介
し
て
親
と
の
積
極
的

な
会
話
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

●
地
域
行
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
地

域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
、
委
員
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
私
自
身
の
楽
し
み
の
一
つ

と
も
感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

●
慣
れ
な
い
こ
と
の
連
続
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
１
年
を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と

「
い
つ
も
声
を
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
！
」「
助
か
る
わ
！
」
そ
う
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の
考
え

●
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
た
い
。

●
コ
ツ
コ
ツ
と
、
家
庭
訪
問
を
第
一
と
し

て
、
地
域
の
方
々
と
強
い
信
頼
関
係
が

構
築
で
き
る
よ
う
地
道
に
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
、
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
時
と
し
て
お
節
介
に
な
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
笑
顔
に

な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

●
安
心
へ
と
繋
げ
る
パ
イ
プ
役
で
あ
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
常
に
地
域
社
会
と
実
情
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
誠
意
を
も
っ
て
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
私
、
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

民
生
児
童
委
員
の
諸
先
輩
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
地
域
内
の
相
談
に
適
切

に
対
応
し
、
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●「
地
域
の
話
せ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
」
で
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
「
社
会

奉
仕
の
精
神
」
を
活
動
の
原
則
と
し
な
が

ら
、
行
政
の
協
力
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
自
主
活
動
を
展
開
し
つ
つ
、
一

貫
し
て
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
常
に
人
の
持
つ
温
か
さ

と
奉
仕
の
光
を
地
域
に
届
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
で
福
祉
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
の
課
題
と
向
き
合
い
、
地
域

福
祉
の
要
と
し
て
努
力
を
重
ね
、
福
祉
の

向
上
と
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
先
達

の
努
力
と
情
熱
に
改
め
て
思
い
を
お
こ

し
、「
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
全
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け

て
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

今
日
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
を
伴

う
超
高
齢
社
会
が
進
展
し
、
社
会
や
家
族

の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
、
家
族
や
地

域
の
絆
が
希
薄
化
す
る
中
で
、
経
済
的
な

困
窮
や
社
会
的
孤
立
、
虐
待
、
悪
質
商
法

被
害
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
、

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
や
水

害
等
の
自
然
災
害
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
る
人
を
支
え
、
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が
自
ら

積
極
的
に
参
加
し
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
機
会
を
通
じ
て
つ
く
ら
れ
る
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
と
、
信
頼
関
係
を
積
み
重

ね
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
力
を
高

め
、
分
野
を
超
え
て
支
援
の
在
り
方
を
考

え
、
共
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
が
児

童
委
員
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
こ
ど
も

に
と
っ
て
「
身
近
な
お
と
な
」
と
な
り
、

子
育
て
を
地
域
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
小
学
校
区
部
会
を

単
位
と
し
た
研
修
、
情
報
の
共
有
、
困
難

事
例
検
討
の
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

本
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
主
体
的
機

能
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、
昨
年

度
か
ら
各
小
学
校
区
部
会
間
の
情
報
交
換

等
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の

機
能
強
化
を
継
続
し
て
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
か
ら
災
害
時
に
配
慮
が

必
要
な
方
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、「
近

助
」
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
、

常
に
活
動
を
見
直
し
、「
住
民
の
立
場
に

立
つ
」
と
い
う
法
の
精
神
を
基
と
し
、
活

動
の
新
た
な
推
進
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

新
任
の
民
生
児
童
委
員

「
１
年
を
振
り
返
っ
て
」

平
成
30
年
度
　
活 

動 

方 

針

新
任
の
民
生
児
童
委
員

「
１
年
を
振
り
返
っ
て
」

平
成
30
年
度
　
活 

動 

方 

針

平
成
30
年
度
　
活 

動 

方 

針

新
任
の
民
生
児
童
委
員

「
１
年
を
振
り
返
っ
て
」
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民生委員・児童委員はどのような活動をしているのですか？

　児童福祉法第17条では、児童委員の職務として、児童および妊産婦についての民生委員としての活動に加
え、児童健全育成に関する機運の醸成に努めることをあげています。
　また、主任児童委員の職務は、児童福祉関係機関と区域担当児童委員との連絡調整、区域担当児童委員の
活動に対する援助・協力等とされており、区域担当の民生委員・児童委員と連携して活動しています。

　自らも地域住民の一員として、担当の区域において高齢者や障がいのある方の安否確認や見守り、子ども
たちへの声かけなどを行っています。医療や介護の悩み、妊娠や子育ての不安、失業や経済的困窮による生
活上の相談ごとなど、さまざまな相談に応じます。相談内容に応じて必要な支援が受けられるよう、地域の
専門機関との「つなぎ役」になります。

相談した内容が漏れることはないですか？

　 あなたの秘密は必ず守ります。
　 民生児童委員には、次のような義務が課されています。
【職務上の義務】（民生委員法第１５条）
　職務遂行にあたっては、個人の人格を尊重し、平等な取り扱いを行うという規定があります。個人の私生
活に立ち入り、その一身上の問題に介入することが多く、個人の生活上、精神上、肉体上の秘密に触れる
ことが多いため、守秘義務が課されています。
【地位を利用した政治活動の禁止】（民生委員法第１６条）
　職務上の地位を政治的に利用することは禁止されており、これに違反したものは民生委員法の規定に従い、
解職されることがあります。

　民生委員・児童委員はこれらの職務を通じて、地域福祉の推進、安心して住み続けることがで
きる地域づくりのために活動しています。

　こうした民生委員・児童委員の活動は、大きく、「社会調査」、「相談」、「情報提供」、「連絡通報」、「調整」、「生
活支援」、「意見具申」の７つのはたらきに整理されます。

民生委員・児童委員はどのような方ですか？ 

　民生委員は民生委員法により設置が定められ、職務の重要性に鑑み、厚生労働大臣から委嘱さ
れます。その身分は、「非常勤の特別職の地方公務員」とされています。

　民生委員は児童委員を兼ねることとされています。また子どもや子育て家庭への支援を専門に担当する主
任児童委員は、児童委員の中から厚生労働大臣により指名されます。

民生委員・児童委員はどのような職務ですか？ 

　民生委員法第１条では、民生委員は、「常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を
行う」と定められています。

　民生委員の職務については、住民がそれぞれの能力に応じて自立した生活が営めるよう、必要に応じて
生活状態を適切に把握し、援助を必要とする人に相談や助言、福祉サービスについての情報提供などの援
助を行うこと、関係行政機構の業務に協力すること、社会福祉事業や活動への支援をすること。このほか
住民の福祉の増進を図るための活動を行なうことが規定されています。

≪民生児童委員とは≫
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自
力
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者

等
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
は
、
市

町
村
に
お
い
て
名
簿
が
確
実
に
作
成
さ

れ
、
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
体
制
を
構
築

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
町
村
は
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
が
義
務
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
精
華
町
で
は
、
今
ま
で
の
「
災
害
時

要
配
慮
者
登
録
名
簿
」
を
「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を
要
す
る
者

の
う
ち
、
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
円

滑
・
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
特

に
支
援
を
要
す
る
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
要
介
護

３
、
４
ま
た
は
５
と
判
定
さ
れ
て
い

る
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
が
１
級
、
２
級
に

該
当
す
る
者

③
療
育
手
帳
の
程
度
が
Ａ
と
判
定
さ
れ

て
い
る
者

④
精
神
障
害
者
手
帳
が
１
級
に
該
当
す

る
者

⑤
そ
の
ほ
か
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
者
で
あ
っ
て
、
円
滑
・
迅

速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
特
に

支
援
を
要
す
る
者

　

精
華
町
で
は
、①
か
ら
④
の
方
の
同
意

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
名
簿
に
氏
名
・

住
所
等
の
情
報
を
登
録
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
登
録
者
は
、
引
き
続

き
自
動
的
に
名
簿
に
登
録
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
者
で
あ
っ
て
、
円
滑
・
迅
速
な
避
難
の

確
保
を
図
る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
方

は
、
申
し
出
に
よ
り
、
名
簿
に
登
録
し
ま

す
。

　

名
簿
は
、
平
常
時
は
町
で
保
管
し
、
災

害
が
起
こ
っ
た
時
に
は
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
関
係
者

へ
名
簿
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
の

名
簿
情
報
は
、
平
常
時
か
ら
関
係
者
へ
名

簿
情
報
を
提
供
し
、
円
滑
な
避
難
支
援
や

安
否
確
認
に
備
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
可

能
な
限
り
名
簿
を
活
用
し
対
応
に
当
た
り

ま
す
が
、
災
害
が
大
規
模

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

様
々
な
こ
と
が
起
こ
り
、

対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
必
ず
最
優
先
し

て
支
援
し
て
も
ら
え
る
と

安
心
す
る
こ
と
な
く
、
平

常
時
か
ら
ご
自
身
で
も
災

害
へ
の
備
え
を
十
分
に
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◆ 問い合わせ先 ◆

精華町役場健康福祉環境部福祉課
TEL：０７７４－９５－１９０４
FAX：０７７４－９５－３９７４
E-mail：fukushi@town.seika.lg.jp

　民生児童委員は、町内各地区の育児サークル
にお伺いし、ペープサート、エプロンシアター、
手遊びなどを通して、子育て真っ最中のご家族
やお子さんたちと楽しくふれあいを持ちたいと
考えています。ぜひ、お声をかけてください。

※希望される日の
概ね３か月前ま
でにご連絡をお
願いします。

◆問い合わせ先
精華町民生児童委員協議会事務局
　　　　（精華町役場　健康福祉環境部　福祉課内）
　TEL：０７７４－９５－１９０４
　FAX：０７７４－９５－３９７４
　E-mail：fukushi@town.seika.lg.jp
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